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事例タイトル 「歩行」をウリにしたデイサービスの特色づくり（穂高編） 

実践内容 

➢ 5つ経営しているデイサービスのうち 2つ（豊科・穂高）を「歩行をウリにしたデイサービス」と

位置付けてリニューアルした。 

➢ 穂高を平成 31年 3月、豊科を令和元年 10月にリニューアル。 

≪穂高≫ 

➢ 25 台あったベッドを 7台に減らし、ベッド部屋をリハ室にリニューアル。パワーリハ 4 台等を

設置。 

➢ 回廊を活かした「歩くレク」も導入。歩く機会を増やした。 

➢ 回廊をたくさん歩いた方を表彰。 

➢ リラクゼーションツールとして電動リクライニングチェアを設置（令和 2年 9月）。 

➢ 機能訓練士による評価を介護員に定期的にフィードバック。徐々に歩行の付き添いを減らし

ていった。 

➢ リハの成果をケアマネにチラシで伝える（あけぼの会さんのをパクった）。 

≪豊科≫ 

➢ 28台あったベッドを 13台に減らし、ベッド部屋をリハ室及びシアタールームにリニューアル。 

➢ タイルカーペットを貼り換えて歩行コースを設置。 

➢ 「歩く」「下膳する」等の作業に応じたポイントを導入（試用を経て、現在再構築中） 

➢ 午後レクの冒頭に機能訓練士作成の体操を実施。 

成果 

※豊科は利用者アンケート等を行っていないので今回は穂高だけ※ 

① 利用者アンケート 

➢ リニューアル以前からのご利用者の 54％が「楽しくなった」と回答。37％が「変わらな

い」。「つまらなくなった」は 0％とご利用者さんに一定の評価をいただいた。 

➢ 「楽しくなった」と感じる理由も「体を動かすいろいろなことをやらせていただいてよいと

思います」「歩くことが多くなって良かった」等リニューアルの内容に即したものがほとん

どであった。 

➢ ＡＤＬ維持等加算の指標によれば要介護利用者の 83％でＡＤＬが維持向上している。

利用満足度調査では「デイサービスを利用することで元気になっていると感じるか」と

の問いに 80.8％の利用者が「大いに思う」「まあそう思う」と回答している。「ご利用者を

元気にする」という目標に対する成果はでている。 

② 経営面 

➢ 平成 26年度以降赤字が続いていたが令和元年度は黒字に転換した。 

➢ 人事トラブルがありスタッフが減少したが、それまでと変わらない人数を受け入れるこ

とができた。 

➢ 令和2年4月に管理者が異動により交代。これまでは管理者が変わると利用者が減少

することが続いていたが、この点を回避できている。 
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※これまでは新しい管理者に対し「今までが少ない人数で大変だったからスタッフを増

やしてくれ。それか新規の受け入れをストップしてくれ」といった要望がだされ、新管理

者も人間関係を良好に築くために受け入れてしまい経営状況が悪くなっていた。リニュ

ーアルの準備を通じ経営面の話を常勤職に繰り返ししたため、管理者が代わっても「リ

ハビリをしたい人を中心に新規を増やしていく」ことが継続できている。 

③ アピール面 

➢ リハビリの成果を紹介するチラシは好評で、チラシを見てケアマネが新規を紹介してく

ださっている。利用者本人にとってもいい記念になっている。 

➢ ウォーキング企画達成者の賞状を本格的なもの（A３の賞状用紙を使った）にしたとこ

ろ好評。もらった人は「棺桶に入れる」と喜び、他の方は「私も欲しい」とウォーキングを

頑張るようになった人も。 

成功の 

ポイント 

 

改善への 

気づき 

➢ 成功事例を TTP した。あけぼの会さんをパクったチラシはとても好評。 

➢ 魂を細部に宿した（というまではまだまだですが…）。ウォーキング企画の賞状を立派な紙

で作る発想に至ったのも経営カレッジで「魂を細部に宿す」ことを学んだためです。 

➢ コンサルティング期間中に繰り返し「ウリを作ること」「利用者さんを元気にすることの大切

さ」「赤字じゃダメ」ということを伝えたこと。 

 

≪改善≫ 

➢ ケアマネジャーや訪問看護から「活気がない」「昼寝をしない時間に結局ボーっとしている」

「リハビリ以外はサービスがよくなっていない」という意見をいただいている。満足度調査で

も「デイサービスにいてつまらないと感じる時は？」との問いで「話し相手がいないとき」「昼

寝ができないとき」が上位に入っており、昼食後の時間帯で暇を持て余している実態がうか

がえる。職員からも「午後の時間に何をしていいか困る」「職員の休憩時間でもあり配置が

手薄な中で『自分が盛り上げなければ』とプレッシャーを感じる」という意見が出されている。 

※この点については脳トレプログラムを複数用意して選択してもらう取り組みを始めてい

る。 

➢ ケアマネジャーからは「社協のデイが利用者を選別するのはよくない」「特浴があるのに特

浴利用者を制限するのは困る」といったリニューアルを行ったことに対する批判的な意見も

寄せられている。市の指定管理施設であることも影響している。臥浴の利用者は各曜日 3

～6 名となかなか減っていない。また、平均の要介護度もそれほど変わっていない（良いこ

とでもありますが）。 

※近隣のデイサービスを「中重度の受け入れがウリ」に特色づけているが、サービス内容

の作り込みが上手くいっていない。 

 

添付資料 ※情報交換のより活性のために添付資料をお願いします。 
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賞状をもらって「OH, My God！」なご利用者さん 

 

 

リクライニングチェアでニッコリ。ニトリで 6万円。電動にして良かったです。 
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